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は じ め に 

 

 農業者の高齢化、担い手の不足、耕作放棄地の拡大等、農業を取り巻く環境は依然

厳しい状況が続いています。このため、農業を足腰の強い産業とし、併せて農業・農

村の有する多面的な機能の維持・発揮を図るため、平成26年度から米政策の見直しを

中心とした「新たな農業・農村政策」が開始されます。 

福岡県では、農業・農村の持続的発展に向け、福岡県農業・農村振興基本計画を策

定し具体的な施策を展開してきました。当普及指導センターでは、この基本計画を基

に以下の６つの目指す方向を柱として、関係機関等と連携しながら課題解決に取り組

んできたところです。 

 

 (１)ブランド化を通じ県農産物の競争力を高める 

  (２)多様な流通・消費に対応した生産、販売を推進 

  (３)若者や女性が活躍する農業経営を推進 

(４)県民とともに「ふくおかの農業」をつくる 

 (５)女性の活躍、地域資源の活用で農業・農村を活性化 

 (６)災害に強い安全・安心な農業・農村をつくる 

 

しかしながら、今年度は夏季の記録的な猛暑と干ばつ、それに伴うトビイロウンカ

やカメムシ、その他害虫の多発と被害、秋季の多くの台風の接近やそれに伴う長雨、

晩秋季以降の低温等、地球温暖化によって引き起こされると考えられる象徴的な災害

が頻発し、関係者の尽力にも関わらずイネをはじめ多くの作物で生産量が目標を下回

ったことは痛恨の極みです。 

 

 この冊子は、当普及指導センターのこの1年間の取り組みを、農業者や関係機関等の

方々に広く理解して頂くため、平成25年度の主な活動成果について取りまとめたもの

です。 

朝倉地域農業の振興と農業者の方々の経営改善の一助になれば幸いです。 

 

 

    平成26年３月 

 

                    朝倉農林事務所朝倉普及指導センター長  林 公彦 
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１ 普及活動の主な成果 

（１）カキ産地の再生を目指して 

～担い手の経営安定によるカキ産地活性化に向けた取り組み～ 

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

ＪＡ筑前あさくらかき部会（栽培面積360ha、部会員数486人） 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

気象災害や病害虫の発生等による収量・品質低下、消費の減退による価格低迷が続

く中で、カキ農家の高齢化も急速に進み、荒廃園の急増、産地活力の急速な低下が懸

念されています。 

そこで、関係機関と連携した園地流動化推進及び荒廃園対策の取組、優良品種の安

定生産技術の確立、補完作物の推進等により、カキ農家の経営安定と産地の活性化に

向けた活動を行いました。 

    

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１ 園地流動化実践組織の育成 

・部会園地流動化実践組織の育成・運営支援 

・部会による園地実態調査と台帳整備実施支援 

２ 優良品種の拡大 

・品種構成誘導方向を検討し、「伊豆」更新決定 

・アンケートによる「伊豆」後の意向調査実施 

・「秋王」現地研修会による品種特性の説明 

３ 冷蔵柿及び特選柿の拡大 

・「冷蔵柿」を主体とした経営モデルによる経営研修会の実施 

・「冷蔵柿」生産意向アンケートの実施 

・「特選柿」園地登録及び園地査察会を実施 

４  高品質安定生産技術の確立 

・せん定講習会等で結果母枝配置数改善を提案  

５  他品目果樹との複合経営農家拡大         

・イチジク「とよみつひめ」新規栽培者説明会を開催  

【成果】【成果】【成果】【成果】                                                  

１ 園地流動化実践組織の育成 

・効果的に園地流動化に取り組むため、実態調査・園地台帳整備を進めました。 

２ 優良品種の拡大 

・優良品種の面積は25.7haとなり3年間で12.6ha（「早秋」0.8ha、「太秋」 

3.4ha、「秋王」8.3ha）増加しました。 

３ 冷蔵柿及び特選柿の拡大 

・冷蔵柿の出荷割合は平成22年の1９％から22％となり、３％増加しました。 

4 他品目果樹との複合経営農家拡大 

・カキ生産者で「とよみつひめ」の導入農家が3年間で5戸増加しました。 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

カキの経営安定を確保するために、基本技術の励行、収益性の高い品種・品目の導

入及び拡大、園地流動化及び荒廃園対策の推進体制整備等に取り組んでいきます。 

＜「秋王」現地研修会＞ 
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＜地区への人・農地プラン説明＞ 

＜集落営農組織の意向調査＞ 

 

（２）筑前町の「人・農地プラン」作成・実践に向けて 

～永続的な土地利用型担い手の育成～ 
 

【対象【対象【対象【対象の概況】の概況】の概況】の概況】 

筑前町（水田2,280ha、基盤整備率77％、１戸当たり平均水田面積2.2ha） 

    

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

水田農業の担い手として、現在、筑前町内に8ha以上の大規模経営体31戸、農業法

人の２法人及び集落営農組織（任意組織）の34組織があります。 

高齢化や後継者不足等による人や農地の問題が顕在化している中で、永続的な農業

振興を図るための「人・農地プラン」の作成・実践が求められており、筑前町やJAと

連携し取り組みました。 

    

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１ 「人・農地プラン」の作成の取組 

・推進チームによる定期的な戦略会議の実施 

・地区説明会の開催 

２ 集落営農組織の意向等把握の取組 

・全組織役員への意向等調査の実施 

・意向等調査結果報告会の開催 

・法人化に関する研修会の開催 

３ 個別大規模経営体の育成の取組 

・個別にコンサルテーションを実施 

 

【成果】【成果】【成果】【成果】  

１ 「人・農地プラン」の作成 

・米、麦、大豆のブロックローテーション等を 

考慮し、プラン作成範囲を決め、筑前町全体 

で13地区のプランが作成されました（本年度 

は11地区）。 

２ 集落営農組織の意向把握 

・役員への面談により、各組織の機械所有や共 

同作業の現状、組織の課題及び今後の意向等 

を把握することができました。 

３ 個別大規模経営体の育成 

・コンサルテーションを行う等して、この2年間で複合作物を拡大した農家が3戸、 

経営面積を拡大した農家が8戸となりました。 

 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】    

人・農地プランには、今後の地域の中心となる経営体として集落営農組織や個別大

規模経営体等が位置づけられており、これらの担い手が地区内で認知され、農地集積

による経営規模拡大が進むよう関係機関が一体となり支援していきます。  
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（３）女性キャリアアップ講座でイチジクの魅力を発信！ 

～女性の視点を活かした「とよみつひめ」の新しい食べ方を提案～ 

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

 ＪＡ筑前あさくらとよみつひめ部会に所属する女性生産者 希望者15人 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

関係機関一体となった推進により栽培面積や部会員数は増大し、県下最大の「とよ

みつひめ」産地となりました。そのため、生産技術の習得及び平準化と秀品率の向上

が急務となっています。そこで、ブランド化と同時に高品質安定生産を目指して、女

性の経営参画意識の醸成と技術習得を図りました。 

「女性農業者の栽培技術の習得と経営安定」と「女性目線に立ったブランド化推進」

を目的に部会女性に公募し、希望者を対象に「キャリアアップ講座」を開催しました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】    
＜キャリアアップ講座内容＞ 

・6 月 開講式、夏季管理ポイント 

・7 月 摘心のポイント、ＧＡＰの基本 

加工品アイデア発表 

・8 月 適期収穫のポイント 

消費者交流会に向けた調理実習 

・10月 交流会打合せ 

消費者交流会 

・１月  生産実績から経営改善目標の検討 

 

 

 

 

 

 

    

【成果】【成果】【成果】【成果】  

１ 女性生産者ならではの知恵を結集した「消費者交流会」が大成功！ 

・季節感漂う会場で「とよみつひめ」創作料理６品が披露されました。 

・消費者の消費行動や要望等に関する意見交換ができ、「とよみつひめ」だけでなく

「農業」や「自然豊かな朝倉」のＰＲにもつながりました。 

２ 生産者の意欲向上と部会女性部設立へ 

・消費者交流会の成功を経て、高品質安定生産に向けた技術習得意欲も向上し、部会 

女性部の設立機運が高まりました。 

 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

  部会ではキャリアアップ講座の継続と女性部結成の要望が上がっており、継続支援を

行い、生産意欲向上と安定生産を目指します。

＜消費者交流会の様子＞ 

＜創作料理＞ 
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（４）新規就農者のネットワークづくり 

～新規就農者の早期定着を目指して～ 

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

 新規就農者及び新規就農希望者 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

朝倉普及指導センター管内では、ここ数年、毎年10人以上が新規に就農しています。

しかし、農業の知識もないまま就農する人やＪＡの生産部会に所属せずに新規就農を

希望する人も増えており、技術習得が困難で経営が安定していない人も多いのが実状

です。そのため、技術習得支援や新規就農者のネットワークづくりが急務となってい

ます。普及指導センターでは、「担い手推進班」を組織し、年間を通じて、下記の活

動を行いました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】    

１ 「朝倉地域新規就農者のつどい」の開催 

・新規就農者及び４Ｈクラブ員、朝倉地域出身の農 

業大学校生及び朝倉光陽高校生を対象に開催（グ 

ループに分かれて意見交換を行い、終了後には初 

めて懇親会を開催） 

 

２ 新規就農者の巡回          

・新規就農者の生産状況（今後展開する技術支援の 

足掛かりとなる情報）を把握 

 

３ 「基礎勉強会」の開催 

・平成21年度からの新規就農者を対象に、土づく 

りや病害虫防除等についての勉強会を実施   

            

 

【成果】【成果】【成果】【成果】                                            

１ 朝倉地域新規就農者のネットワークの機運が向上！ 

・連絡先の交換など、新規就農者同士のネットワークが少し広がりました。 

２ 新規就農者の知識向上！ 

・基礎勉強会で、知識向上につながったようです。 

 

 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

  今後も、生産者と関係機関、生産者同士のネットワークを広げる取り組みを行い、新

規就農者の技術向上と早期定着を目指します。 

＜基礎勉強会の様子＞ 

＜つどいの様子＞ 
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（５）永続的な水田農業の担い手育成 

～ 集落営農組織と個別大規模農家の経営基盤強化に向けて ～ 

    
【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

管内の集落営農組織59組織（うち集落ぐるみ型法人7組織） 

個別大規模農家（10ha以上、個別法人含む）49戸  
 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

平成19～22年度にかけて、個別大規模農家に対しては経営改善や園芸作物導入等

の支援を行い、集落営農組織に対しては成熟度に応じた組織育成や法人経営の改善支

援を行ってきました。平成23年度からは、新たに農業者戸別所得補償制度が始まり、

当制度に応じた担い手の育成に取り組みました。 
 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１ 人・農地プランの作成支援 

・説明会、支援会議、検討会議に参画し、プラン作成を支援 

２ 個別大規模農家（個別法人含む）の規模拡大に向けた取り組み 

・管内全体及び地区ごとの各担い手支援チーム会議に 

おいて、経営規模拡大支援に向けた戦略会議を実施 

・重点支援農家を明確にし、部門ごとの分析等の経営 

支援や高収量・高品質安定生産に向けた技術支援を 

積極的に実施 

３ 集落営農組織の経営基盤強化に向けた取り組み 

・法人化に向けた重点支援組織を明確にし、積極的な 

支援を実施 

・各組織の運営改善のため、役員会等に参加し、経営基盤の強化に尽力 
 

【成果】【成果】【成果】【成果】  

１ 人・農地プランに係る支援 

・平成26年1月現在で、管内全域で16（朝倉14、筑前2）のプランが作成されまし 

た。年度内には筑前町で残り11のプランが作成される見込みです。 

２ 個別大規模農家の規模拡大 

・経営安定のため、規模拡大推進に努めた結果、26戸

の農家が15ha以上の経営規模を誇る個別大規模農家

となりました（課題化当初から9戸増）。 

３ 集落営農組織の成熟度の向上 

・朝倉市の田中営農組合が法人化し、（農）田中ファー

ムとなりました。また、麦の共同防除等、この3年間

で13組織が運営改善を果たしました。 
    
【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

 集落営農組織や個別大規模農家とともに、5ha以上の土地利用型作物を生産する複合

経営農家を地域の農地を守る重要な担い手と位置づけ、経営力の強化を図ります。 

＜田中ファームの説明会の様子＞ 

＜法人化研修会の開催風景＞ 
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（６）青ネギの産地強化 
～雇用型経営支援と周年安定生産技術の確立～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 
ＪＡ筑前あさくら博多万能ねぎ部会（ハウス面積94ha、部会員数114人）  

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 
博多万能ねぎは、小ネギの全国トップブランドとして確立されていますが、販売単

価の低迷や生産者の高齢化、調製人不足等の生産阻害要因が顕在化し、博多万能ねぎ

部会全体の生産量は減少し続けています。そこで、その対策として経営面では、雇用

を導入した農家の育成や規模拡大に向けて支援を行いました。また、生産面では、も

っとも栽培が難しい夏期の安定栽培に向けた取り組みを行いました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 
１ 雇用型経営農家の育成 

 ・規模拡大や雇用を希望している農家に対してコンサ 

ルを実施。その後定期的に巡回支援を実施 

 ・ＪＡと連携して経営分析・診断を実施し、診断結果 

を元に個別経営相談会を開催。各自の課題の明確化 

を図るとともに、その改善に向けた巡回指導を実施 

２ 夏期安定生産技術の確立 

・基本管理を徹底させるため、地区ごとに栽培講習会 

を開催 

・青年部活動への重点支援 

 ・害虫対策として、3月～10月にトラップを11ヶ所 

設置（毎週調査を行い、その情報を部会員に報告） 

 ・夏期の安定出荷を目的に、県育成品種「夏元気」や

 遮光資材、種子吸水処理の試験展示ほを設置し、情 

報を部会員に提供するとともに、現地検討会を開催 

 

【成果】【成果】【成果】【成果】 
１ 雇用型経営農家の育成 

・部会員数は減少しましたが、個々の農家の規模拡大等により１戸当たりハウス面積

が拡大しました（1戸当たりハウス面積：平成23年度75.6a→平成25年度82.5a）。 

２ 夏期安定生産技術の確立 

・県育成品種「夏元気」の作付面積が8.2haまで拡大しました。 

・害虫対策として、紫外線カットフィルムの導入面積が78ha（部会全体の83％の普 

及率）まで拡大しました。 

 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

 販売価格の低迷を打開するために、消費者ニーズを十分に把握し、関係機関や博多万

能ねぎ部会と連携して販売戦略の練り直しを行います。また、引き続き周年安定生産に

向けて、規模拡大や栽培技術の支援を行います。

＜経営相談会＞ 

＜青年部現地研修会＞ 
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（７）あまおうの県内トップ産地を目指して 

～安定生産への技術支援と個別経営相談会の実施～ 

 

【対象の【対象の【対象の【対象の概況】概況】概況】概況】 

 JA筑前あさくらいちご部会（作付面積4.6ha、部会員数25人） 

 JA筑前あさくら杷木いちご部会（作付面積1.6ha、部会員数11人） 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

イチゴ「あまおう」は栽培開始から10年を経過しましたが、炭そ病の発生や厳寒期

（1～2月）の出荷量の落ち込みなどの課題により、平均単位収量（以下、単収）が県

内平均程度に留まっています。 

そこで、これらの課題を解決し、イチゴ農家の経営を改善するために、安定出荷に

向けた技術支援と、所得拡大に向けた経営支援を行いました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 

１ 安定出荷のための技術支援 

・厳寒期における生育状況を可視化するため、全イ 

チゴ農家の展葉速度を毎月調査し、結果を基に草 

勢の維持管理方法を提案 

・暖房機の省エネ技術として、ハウス天井の外側に 

地下水を散水する「天井散水技術」の導入を支援 

２ 個別経営相談会の実施 

・生産販売実績から各イチゴ農家の生産上及び経営 

上の課題を分析・診断し、イチゴ農家、農協、普 

及指導センターの三者で個別経営相談会を実施 

 

【成果】【成果】【成果】【成果】 

１ 安定出荷のための技術支援 

・厳寒期の草勢を維持したことにより、部会の平均単収が前年より400kg/10a増加

し、県内4位の単収を確保しました。 

・天井散水技術の導入支援により、5戸のイチゴ農家が同技術を導入し、平均で30％

程度（前年比）の暖房経費の削減に繋がりました。 

２ 個別経営相談会の実施 

・イチゴ農家が自身の生産経営状況を振り返ることで、明確な課題把握と目標設定が

でき、イチゴ農家の60％が前年度に掲げた経営目標を達成しました。 

 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 

今後もさらに出荷量を増大させ、「あまおう」の県内トップ産地となるために、厳寒

期における一日のハウス内温度管理及び炭そ病の発生・拡大要因を調査・検討を中心と

した技術支援を行います。 

＜個別経営相談会の様子＞ 

＜展葉速度調査の様子＞ 
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（８）切花の産地強化 

～切花生産技術の向上と新規品目導入による生産拡大～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 
 ＪＡ筑前あさくら切花部会（部会員数22人） 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 
管内の切花生産は、生産者の高齢化により産地規模が縮小し、共販出荷量が減少し

ています。そこで、共販品目の安定生産に向けた取り組みを行いました。また、新規

切花生産者の拡大や新規品目の導入により、産地規模拡大に向けた支援を行いました。 

 

【活動内容】【活動内容】【活動内容】【活動内容】 
１ 共販品目の安定生産 

＜ダイアンサス＞ 

・遮熱資材展示ほの設置、土壌消毒実演会の実施、

細菌性病害予防の資料提供とともに個別技術支

援を実施 

・天敵（ミヤコカブリダニ）の展示ほを設置し、病

害虫発生状況調査に基づく防除指導 

＜シンテッポウユリ＞ 

・基本管理を徹底させるため、現地検討会の開催と

新規生産者への重点指導の実施 

・共同選別システム導入支援と収支分析等による省

力効果の検証と課題の整理 

２ 産地規模拡大 

・シンテッポウユリの新規作付説明会の開催 

・新規切花生産者へ個別に作付品目相談を実施 

・新規導入品目（コギク、年末テッポウユリ、 

 ハボタン）の栽培講習会とほ場巡回指導 

 

【成果】【成果】【成果】【成果】                                                  
１ 共販品目の安定生産 

・ダイアンサスは、定植後の夏季の株枯れ減少や、天敵導入によりハダニ由来の出荷

率低下が抑えられ、単位面積当たりの出荷本数が向上しました。 

・シンテッポウユリは、生産者が5人から8人、共販本数が37千本から56千本に増加

しました。 

２ 産地規模拡大 

・切花部会員が19人から22人に増加し、26年度はさらに2人増えます。 

・露地品目のコギク、ハボタンが新規生産者を含む10人に導入されました。 

・平成26年からの共販に向け、8人の生産者で小菊研究会を設立しました。 

 

【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】【これからの取り組み】 
  省力品種の導入や作付体系の改善により個別経営の安定と共販出荷量の維持、出荷期

間の拡大による産地強化に向けて継続して支援していきます。 

＜ダイアンサスの天敵導入＞ 

＜新規作付説明会＞ 
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（９）「とよみつひめ」ブランドの確立 

～パッケージセンターの活用で個別経営規模拡大を推進～ 
 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】 

JA筑前あさくらとよみつひめ部会（栽培面積11.9ha、部会員数95人） 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】 

当管内で、「とよみつひめ」の作付け推進が始まってから既に7年が過ぎました。こ

れまで関係機関一体となった推進により作付けが毎年増加し、当管内は県下最大の「と

よみつひめ」産地となりましたが、ここ数年は増加率が鈍化しており、生産者1戸当た

りの栽培面積は10ａ程度です。 

当管内の生産者は、ＪＡによるパッケージセンターの整備により収穫後の調製作業

が不要であることから、10ａ当たりの労働時間は300時間程度と他産地よりも30％

程度の省力化が可能となっています。 

このため、経営安定と産地拡大に向け、栽培技術の向上を重点的に進めるとともに、

個別経営規模の拡大を推進しました。 

 

【活【活【活【活動内容】動内容】動内容】動内容】 

１ 高品質安定生産 

・栽培技術向上に向けて、現地査察会や栽培講 

習会を実施 

・中古
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２ トピックス 
 
 

認定農業者等の経営安定のため、朝倉地域担い手・産地育成協議会農業経営

部会で、雇用型農業の推進と経営管理能力の向上を目的に、8月28日、研修会

を開催しました。 

農業分野に詳しいビジネスカウンセラー（中小企業診断士、社会保険労務士

等）の生田千年雄先生から、「家族経営における雇用導入の効果」と題し講演

していただきました。「農業経営の最終到達目標を実現するためには、5か年

計画を作成し、所得目標を明確にした経営戦略の樹立や家族経営協定が必要で

ある。」「所得目標を達成するためには、規模拡大と雇用の導入なのか？それ

とも面積を縮小し生産管理を徹底する所得の安定なのか？」など、生産者に自

分の経営を見つめさせる提案もありました。   

雇用の導入に当たっては、被雇用者に長期

間働いてもらうための面接の秘訣なども聞く

ことができました。 

さらに、1 月 10 日には希望する 6 経営体

を対象に個別経営相談会を実施して、各農家

の現状把握、課題抽出、顧客管理、販路の拡

大方法、収量向上のための現状分析とシミュ

レーション等改善 点を明確にする支 援がで

きました。 

 
 
 

9 月 29 日、朝倉市田中地区の 33 戸の農

家により「農事組合法人田中ファーム」（経

営面積約 32ha）が設立されました。朝倉地

区では平成 18～19 年にかけて 7 つの集落

営農法人が設立されましたが、それ以来、６

年ぶりの集落営農法人の設立となります。 

普及指導センター、市、JA、税理士等関

係機関と一体となり、集落説明、法人設立準

備委員会の立ち上げ、2 年越しの話し合いを

経て、機械利用組合である田中営農集団と担い手組織で

ある田中営農組合の他、育苗組合、田植組合が合併して

１つの集落営農法人となりました。 

「 田 中 の 農 地 を 守 り 、 水 田 農 業 の 維 持 発 展 に 貢 献 す

る」「みんなの田をみんなでつくり、将来的には田中に

住 む 若 者 が 当 法 人 か ら 得 る 収 入 で 生 活 で き る よ う にす

る」を合言葉に、法人に農地を利用権設定した上で米・

麦・大豆作を行う計画です。 

＜ 雇 用 型 経 営 研 修 会 ＞  

（（（（（（（（１１１１１１１１））））））））        雇雇雇雇雇雇雇雇用用用用用用用用型型型型型型型型経経経経経経経経営営営営営営営営にににににににに向向向向向向向向けけけけけけけけてててててててて        

（（（（（（（（２２２２２２２２

    

>Ì

>Ì>Ì
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冬春キュウリ（促成栽培）では、厳寒期の草勢維持や収量向上対策の一つと

して光合成促進機の導入が進み、明らかな増収効果がみられています。現在、

当管内の光合成促進機導入農家では、早朝 1～２時間、2,000ppm 程度の高

濃度で二酸化炭素を施用していますが、最近の研究では、低濃度二酸化炭素施

用の方が増収効果が高く、低コストにもつながるとの報告があります。そこで

当普及指導センターでは、昨年より新技術導入広域推進事業を活用して、日中

の二酸化炭素濃度を 500ppm で制御する低濃度二酸化炭素施用による増収技

術について、展示ほを設置し、試験に取り組んでいます。 

本年は、11 月下旬から 2 種類の施用方法で二酸化炭素の施用を開始してお

り、二酸化炭素濃度の測定、生育・収量調査等を行っています。冬春キュウリ

のさらなる収量の向上を目指して、今後も継続して調査するとともに技術確立

の支援をします。 

        

                                                                 

 
 
 

2 月 5 日に、福岡市の農村整備センターで、福岡県青年農業者会議が開催

され、朝倉地域代表の 4Ｈクラブ員が見事な成績を収めました。 

本会議では、県内の農業青年の農業への思いや知識・技術の交換の場として、

意見・プロジェクト発表が実施されています。 

意見発表は、朝倉市の本園拓也さんが「対面販売で魅力ある農業を！」と題

し、お客さんと直接コミュニケーションをとりながら販売を行うことの素晴ら

しさを、堂々とした態度で発表し、最高位の県知事賞を受賞しました。 

また、プロジェクト発表では、朝倉市の平田卓さんと森裕介さんの共同プロ

ジェクト「乳房炎の分娩前診断による経済的

損失軽減の検証」が第 2 位を獲得しました。 

それぞれ、平成 26 年 7 月頃に開催される

九州・沖縄地区青年農業者会議に福岡県代表

として推薦されています。 

普及指導センターは、今後も、将来の地域

農業の担い手である４Ｈクラブ員がいきいき

と活動できるように支援していきます。 

 

＜ 炭 酸 ガ ス コ ン ト ロ ー ラ と セ ン サ ー ＞  
＜ 導 入 さ れ た 光 合 成 促 進 機 ＞  

（（（（（（（（３３３３３３３３））））））））        冬冬冬冬冬冬冬冬春春春春春春春春キキキキキキキキュュュュュュュュウウウウウウウウリリリリリリリリののののののののささささささささららららららららななななななななるるるるるるるる収収収収収収収収量量量量量量量量向向向向向向向向上上上上上上上上をををををををを目目目目目目目目指指指指指指指指ししししししししてててててててて                
 

        
    

（（（（（（（（４４４４４４４４））））））））        朝朝朝朝朝朝朝朝倉倉倉倉倉倉倉倉のののののののの４４４４４４４４ＨＨＨＨＨＨＨＨククククククククララララララララブブブブブブブブ員員員員員員員員がががががががが大大大大大大大大躍躍躍躍躍躍躍躍進進進進進進進進！！！！！！！！        

＜左 が本 園拓 也 氏、 右が 平田 卓氏 ＞  
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朝倉地域は、古くからナシ産地として知られており、中山間地を中心に多

くの品種が栽培されています。 

 今年度は、高価格での販売を祈願するとともに、出荷期間中のさらなる部

会員の結束を図るため、ナシの今季初出荷に当たる平成 25 年 7 月 8 日に、

ＪＡ中部選果場において「ナシの出荷式」と「出荷要領説明会」が開催され

ました。ナシ部会員全員で出荷式を行うのは今回が初めての取り組みであり、 

部会員約 70 名が参加しました。 

初出荷時のナシ果実糖度は平均で 10.9 

度と、昨年の同時期よりも高い結果となり 

ました。当選果場では 10 月まで、幸水、 

豊水、新高、あきづき等、様々な品種のナ 

シがリレー出荷されますが、なかでも、Ｊ 

Ａ筑前あさくらが自信を持ってオススメす 

る高品質なナシは「食べごろゆたかくん」 

というネーミングで販売されています。 

 

 

 

 

平成 25 年 7 月 27 日（土）15 時 05 分～15 時 35 分の 30 分間、朝倉

市旧朝倉町を中心に降雹が発生しました。最も被害の

大きい宮野地区では、最大直系３㎝の雹もみられ路面

が一時真っ白になりました。 

 被害については、カキ、ナシ、モモ、イチジク等の

果樹被害（葉の裂傷、新梢折損、果実の打撲及び落果）、

ナスやサトイモなどの露地野菜、シンテッポウユリな

どの花きや大豆等の被害が甚大でした。 

被害を受けた品目については、降雹直後に個別に事 

後対策指導を行いましたが、シンテッポウユリは花や茎、葉が大きく裂け、

出荷不可能となりました。また、被害の大きい果樹、特にカキについては、

ＪＡと共に緊急に雹害事後対策講習会を実施するなど技術対策を行いまし

たが、雹粒の直撃で果実には大きな傷が残り収量低下の原因となりました。 

  

 

 

 

 

 

 

＜ 被 害 直 後 の カ キ ＞  
＜降 雹で 落果 し たモ モ＞  

＜ 出 荷 直 前 の カ キ ＞  

＜ 実 際 の 雹 粒 ＞  

（（（（（（（（６６６６６６６６））））））））        朝朝朝朝朝朝朝朝倉倉倉倉倉倉倉倉市市市市市市市市でででででででで降降降降降降降降雹雹雹雹雹雹雹雹、、、、、、、、露露露露露露露露地地地地地地地地品品品品品品品品目目目目目目目目のののののののの被被被被被被被被害害害害害害害害甚甚甚甚甚甚甚甚大大大大大大大大                
 

        
    

＜ 出 荷 式 の 様 子 ＞  

（（（（（（（（５５５５５５５５））））））））        ナナナナナナナナシシシシシシシシ部部部部部部部部会会会会会会会会初初初初初初初初のののののののの出出出出出出出出荷荷荷荷荷荷荷荷式式式式式式式式とととととととと出出出出出出出出荷荷荷荷荷荷荷荷要要要要要要要要領領領領領領領領説説説説説説説説明明明明明明明明会会会会会会会会をををををををを開開開開開開開開催催催催催催催催！！！！！！！！        
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＜左が石井博敏氏、右が久保田勇次氏＞ 

＜綾部農園に野菜を出荷する地域の皆さん＞ 

３ 参考資料 
（１）管内の各種表彰農家の紹介 

 

 

 

 

平成 25 年 7 月 18 日、福島県郡山市で開催された第 62

回全国農業コンクール全国大会において、水稲約 23ha、小

麦約 18ha と露地野菜約 15ha を経営する株式会社綾部農園

の綾部義春社長が名誉賞および農林水産大臣賞を受賞されま

した。 

このコンクールは、日本農業の発展と地域の活性化を目的

に昭和 27 年から開催されており、創意工夫を凝らした栽培

技術をもとに卓越した農業経営を展開する経営

体について、審査、表彰が行われるものです。 

「地域の農家とともに、農をつなぎ、次代へ

つなぐ」と題した綾部社長の発表は、脱サラ後

17 年間の規模拡大への努力、機械の徹底活用に

よる露地野菜輪作体系と周年雇用体制の確立、

地域の野菜農家 64 戸と産直業者との橋渡し、

商品開発、人材育成等の活動が高く評価されま

した。 

 

 

 

 

 

 

平成25年11月16日、福岡県農林水産まつりの表彰式において、農林水産賞農産部門

で石井博敏氏が名誉賞、久保田勇次氏が優秀賞を受賞されました。 

石井博敏氏は、平成18年に福岡県育成品種イチジク「とよみつひめ」を県下に先駆け

ていち早く導入し、平成19年筑前あさくら農業協同組合のとよみつひめ部会の前身であ

る研究会立ち上げ時の研究会長、平成21年の部会発足以降は初代部会長を2期4年務め

るなど、「とよみつひめ」の産地育成及びブランド化に寄与されていることが高く評

価されたものです。 

久保田勇次氏は、長年に渡り地域の機械利用組合

の組合長としてオペレータや補助者の養成、指導及

び技能向上に手腕を発揮され、自らも米麦大豆の栽

培を行い、基本技術の励行を基軸とし大豆品評会等

で入賞する等、周辺農家の模範となっています。ま

た、平成18年に設立された安川生産組合の初代組

合長を務めるなど、地域の活性化と組織の維持・発

展に寄与されていることが高く評価されたもので

す。 

表 彰 名：第 62 回全国農業コンクール 名誉賞・農林水産大臣賞 

     （主催：毎日新聞社、福島県） 

受賞者名：株式会社綾部農園 代表取締役社長 綾部義春氏（朝倉市入地） 

＜綾部社長＞ 

表 彰 名：農林水産賞農産部門（第１９回福岡県農林水産まつり） 

受賞者名：石井博敏氏【名誉賞】 

（朝倉市 ＪＡ筑前あさくら 前とよみつひめ部会長） 

久保田勇次氏【優秀賞】（朝倉市 前安川生産組合長） 
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＜福安生産組合長 古賀久保美氏＞ 

＜中嶋夫妻＞ 

＜中嶋夫妻＞ 

＜表彰式に参加した普及指導員＞ 

 

 

 

平成 25 年 10 月 16 日、筑前町福安生産組合が福岡県米・

麦・大豆づくり推進協議会会長賞を受賞されました。 

 当生産組合は、平成24年度は9名のオペレーターが中心と

なって22ｈａの大豆を栽培し、約55ｔ出荷しました。10a

当たり収量は245kgと高水準で、97％が1等でした。 

 播種は、7台のトラクターを借り上げて、培土板を付け畦

立て播種を行った後、直ちにブームスプレーヤーで除草剤を

散布します。構成員全員が、播種時や収穫時には出役し農作

業を分担しています。これらの活動によって労働時間の短縮

と低コスト生産を実現しました。 

 

 

 

平成25年10月16日、平成25年度福岡県麦作共励会表彰式において、中嶋文和氏

が福岡県知事賞を受賞されました。 

中嶋氏は普通大粒大麦「ニシノホシ」を5.9ha、小麦「ニ

シホナミ」を12.8ha作付し、10a当たり収量は「ニシノ

ホシ」が361kg、「ニシホナミ」が480kgで、全量1等

でした。機械化一貫体系の実現とほ場の団地化の形成によ

り、10ａ当たりの労働時間は6.0時間と省力化を実現し

ています。 

現在、経営しているほ場の土地利用率は200%を達成

しており、耕作放棄地の解消にも大きく貢献する等、地域

を代表する中核的担い手となっています。 

 

 

 

 

県内に先駆けたＩＰＭ導入で、施設野菜における省力化、収量アップ、経費削減を

実現したことで朝倉普及指導センターは徳安記念普及功労者表彰を受賞しました。 

キュウリでは天敵資材であるスワルスキーカブリ

ダニによる防除対策方法の確立に取り組み、防除方

法の早期の導入と定着を図りました。その結果、年

間を通じて安定した出荷が可能となり、収量と秀品

率も改善しました。 

青ネギでは、紫外線除去フィルムが導入されたこと

によって、夏場の殺虫剤の使用回数が2分の1に削減

され、生産者の労働改善にも大きく貢献するととも

に品質向上につながりました。 

表 彰 名：福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会会長賞 集団の部 優良賞 

     （平成2４年度 福岡県大豆作経営改善共進会） 

受賞者名：福安生産組合 

表 彰 名：福岡県知事賞 農家の部 優秀賞（平成2５年度福岡県麦作共例会） 

受賞者名： 中嶋文和氏（朝倉市） 

表 彰 名：徳安記念普及功労者表彰（後援：農林水産省、全国農業改良普及事業協

議会、全国農業協同組合中央会） 

受賞者名：朝倉普及指導センター 



　（２）平成25年度主な展示ほの概要

対象作物 課題名 市町村 展示ほの目的・概要

麦
「ちくしW2号」高品質省
力生産のための施肥体
系の確立

朝倉市

「ちくしW2号」はラーメン用小麦として、麦粒中の
高いタンパク含量を求められている。当試験では
穂揃期追肥を省略し、省力的な施肥体系で、麦
粒中タンパク含有率を高める新肥料3004Tの効
果について検討した。

大豆

簡易土壌水分計を利用
した水ストレス対策による
大豆の増収効果の実証

（新技術広域導入推進
事業）

筑前町
簡易土壌水分計を用いたうね間かん水適期の

判定を目的とし、かん水による大豆の生育、収
量への影響について検討した。

水稲
平成25年度水稲奨励品
種決定現地調査

朝倉市
「ヒノヒカリ」の代替品種として「ちくし82号」、中生
の晩の有望品種として「ちくし89号」「ちくし90号」
「西海283号」の現地適応性について検討した。

促成トマト

促成トマトの厳寒期の炭
酸ガス濃度の推移から光
合成促進装置導入の必
要性を確認（野菜指定産
地協議会実証ほ）

朝倉市

管内キュウリで厳寒期の炭酸ガス施用効果が確
認されており、トマトにおいても光合成促進装置
の導入を図るために炭酸ガス濃度の推移を調

査し、装置の必要性を確認した。全部会員対象
に調査。

促成キュウリ

キュウリにおける低濃度
二酸化炭素施用による
増収技術の普及（新技術

広域導入推進事業）

筑前町

前年度の実証調査では、早朝施用では日中の
二酸化炭素濃度が十分でないことがわかったた
め、継続して低濃度二酸化炭素施用の効果的
な方法について検討した。

イチゴ

イチゴにおける小型紙
ポットを用いて定植時期
を早める作型の実証(現
地課題解決支援事業)

筑前町

コスト削減と省力化のため、小型紙ポットを利用
した育苗により花芽分化の促進を行うとともに、

小型紙ポットを利用した作型が導入可能な技術
であるか実証した。

アジサイ

アジサイの生育及び開花
に及ぼすＥＯＤ-heating
技術の検討（新技術広域

導入推進事業）

朝倉市

　アジサイの促成栽培において、H24年度に
EOD-heating技術を試験導入し、重油消費量の

削減と併せて適期開花を誘導することを実証し
たが、慣行に比べ節間が伸長した。そこで、年次

間差の確認と高品質生産に向けたわい化剤処
理方法を検証した。

電照ギク
県育成白ギク品種「雪
姫」の栽培実証

朝倉市

県育成の白ギク品種「雪姫」は、朝倉地区では
普及に至っていないため、展示ほを設置し、農

家への「雪姫」の栽培特性に対する理解を進め
た。

ダイアンサス
遮熱資材の被覆期間が
ダイアンサスの切花形質
に及ぼす影響

筑前町

遮熱効果のある遮光資材の展張が、定植後の
生育に有効であることを前年確認した。一方、日

照量が低下する9月以降の遮光資材の除去時
期が切花品質に及ぼす影響を検討した。

イチジク

「キバル」台木「とよみつ
ひめ」の生育特性調査
（新技術広域導入推進
事業）

筑前町
現地「桝井ドーフィン」後作ほ場における、「キバ
ル」台木に接ぎ木した「とよみつひめ」の生育特
性、連作障害抵抗性を調査した。
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（３）平成２５年１月～１２月の気象 

・気温は、7 月～8 月が平年より高く、果樹では日焼けや高温障害による成熟異常果の発生、花き類ではホオズ

キの着色不良等の影響があった。 

・年間降雨量は、平年より 6％多かった。 

・7 月中旬から 8 月中旬、9 月中旬から下旬は降水量が少なく、大豆や花壇苗では乾燥害を受けた。 

・梅雨入りは 5/27 と平年より 9 日早く、梅雨明けは７/8 で平年より 11 日早日早かった。 

・日照時間は、平年より 6％多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 平成 25 年の気象の推移（アメダス：朝倉） 
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（４）現地活動情報等一覧 

   平成25年度に普及指導センターがホ－ムペ－ジなどで広く提供した情報です。 

No タ  イ  ト  ル 執筆者 作成日 

１ 水稲・麦の良質種子生産に向けて 
～第 19 回筑前あさくら稲・麦採種部会総会が開催される～ 

水田農業係 4月24日 

２ 朝倉地域の未来を担う若手農業者が新たなスタート 
～朝倉地域の４Ｈクラブ総会が開催される～ 

花き係 4月24日 

３ 新たな仲間と始動！ 
～シンテッポウユリ定植講習会開催～ 

花き係 4月25日 

４ 「母の日」にはあさくらの花を贈ろう！ 
～アジサイ、鉢物カーネーション出荷検討会が開催～ 

花き係 4月25日 

５ ゴボウの収量・品質の向上を目指して 
～焼酎かす加工液処理による生育促進効果を確認～ 

野菜係 4月25日 

６ 「ちくしＷ２号」のさらなる栽培面積拡大に向けて 
～“ラー麦”タンパク向上対策現地巡回指導会開催～ 

水田農業係 5月7日 

７ 経営改善と技術力向上に向けて！ 
～博多万能ねぎ部会個別経営相談会を開催～ 

野菜係 5月13日 

８ 朝倉地域の直売所で安全・安心な農産物を提供するために 
～朝倉地域農薬安全使用・食品衛生等に関する講習会開催～ 

野菜係 5月20日 

９ 女性農業者の「朝倉地区経営ビジョン作成研修」スタート 
～自分の将来像を描き、女性の視点を活かした経営参画を目指して～ 

地域係 5月31日 

10 
 

平成25年度の土地利用型担い手の支援方針を決定 
～朝倉地域担い手・産地育成協議会担い手部会を開催～ 

水田農業係 7月8日 

11 
 

ホオズキの施設産地を目指して 
～ＪＡ筑前あさくらホオズキ研究会出荷始まる～ 

花き係 7月9日 

12 
 

(株)綾部農園が全国農業コンクールで名誉賞・農林水産大臣賞
を受賞 ～地域の農家とともに 農をつなぎ 次代へつなぐ～ 

水田農業係 7月23日 

13 
 

結果と課題を基に次年度のトマト生産増収に向けて 
～JA筑前あさくら冬春トマト部会反省会～ 

野菜係 7月25日 

14 
 

大豆の播種が適期内に終了 

～初期生育確保をめざして小畦立
こ う ね た

て播種を実証～ 

水田農業課 7月25日 

15 
 

お盆の供え花にシンテッポウユリを！ 
～お盆前の出荷に向けて共同選別を開始～ 

花き係 8月1日 

16 
 

かき部会生産者大会を実施 
～全国トップのカキ産地を目指して～ 

果樹係 8月5日 

17 
 

あさくらのナシ、出荷始まる！ 
～ナシ出荷式・出荷要領説明会を開催～ 

果樹係 8月6日 

18 
 

目指すは、県内トップのいちごの単位収量！ 
～JA筑前あさくら三輪いちご部会個人経営相談会を開催～ 

野菜係 8月15日 

19 
 

きゅうり部会のレベルアップ、まずは個別点検から！ 
～JA 筑前あさくらきゅうり部会個別経営相談会を開催～ 

野菜係 8月27日 

20 
 

「緑の風」さわやかに吹いて 
～福岡県女性農村ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰＯＢ会 総会･研修会･交流会 盛大に開催！～  

地域係 8月29日 

21 
 

新規就農者の定着を目指して 
～「朝倉地域新規就農者のつどい」を開催！～ 

地域係 8月29日 

22 
 

女性農業者経営力向上講座「農産加工基礎コース」スタート 
～農産加工で起業に挑戦～ 

地域係 9月6日 

23 
 

雇用を活用した農業経営の発展を目指して！ 
～雇用型農業経営研修会を開催～ 

地域係 
 

9月26日 
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No タ  イ  ト  ル 執筆者 作成日 

24 女性農業者経営力向上講座「農産加工基礎コース」 
～農産加工で起業に挑戦～ 

地域係 9月26日 

25 
 

新規就農者の育成確保に向けて 
～指導・青年農業士、女性農村アドバイザー交流会を開催～ 

地域係 9月30日 

26 
 

問題は同じでも解決策は違う。直売所の次なるステップへ 
～「農産物直売所連絡協議会研修会」を開催！～ 

地域係 9月30日 

27 
 

農村女性リーダーの皆さん、積極的に地域活動に参画しよう! 
～「朝倉農村女性リーダー研修会」を開催～ 

地域係 10月1日 

28 
 

朝倉地域に６年ぶり８つ目の集落営農法人誕生！ 
～「農事組合法人田中ファーム」設立～ 

水田農業係 10月10日 

29 
 

花に触れて楽しもう！ 
～園児たちと花壇苗の植え込み～ 

花き係 11月11日 

30 
 

“めざせ！筑前あさくらの麦3,400（サンヨンマルマル）” 
～JA筑前あさくら「麦の郷づくり振興大会」今年も開催～ 

水田農業係 11月13日 

31 
 

朝倉のかき、今年も元気発信！ 
～かき部会が‘朝倉柿まつり’を開催～ 

果樹係 12月15日 

32 
 

“集落営農組織の今後の意向を把握” 
～筑前町の全集落営農組織（34 任意組合）の意向調査を実施～ 

水田農業係 12月16日 

33 
 

冬春キュウリのさらなる収量向上を目指して 
～二酸化炭素施用方法の試験を実施～ 

野菜係 12月27日 

34 
 

朝倉地区農村女性の経営発展を目指して！ 
～「農村女性グループ及び女性起業家合同の他県異業種交流」を開催～ 

地域係 2月4日 

35 
 

平成 25 年度集落営農組織リーダー研修会を開催 
～集落営農組織を永続性のある組織へと導く～ 

水田農業係 2月12日 

36 
 

小ネギの消費者ニーズを探る 
～JA 筑前あさくら博多万能ねぎ部会がグループインタビューを実施～ 

野菜係 2月27日 

 

「普及指導センター営農講座」としてJA筑前あさくら広報誌“ふぁーむ”で農業者の方など

へ下記のテーマで情報を発信しました。 

 テーマ 執筆者 

4月号 自然の恵み「緑のカーテン」 花き係 

5月号 遮熱対策は早めが肝心 園芸課 

6月号 あなたの経営をGAPが支えます 果樹係 

7月号 大豆の収量向上のポイント 水田農業係 

8月号 秋冬野菜を植える準備をしよう 野菜係 

9月号 秋は絶好のガーデニングシーズン 花き係 

10月号 「ちくしW2号」の高品質生産を目指して 水田農業係 

11月号 農業 始めませんか？早めの相談で計画的な就農を！ 地域係 

12月号 「申告決算書」を経営に活かそう 地域係 

1月号 柿の荒廃園対策について 果樹係 

2月号 ルールを守って種や苗を利用しよう 野菜係 

3月号 あなたも、4Hクラブで、一緒に活動しませんか？ 地域係 
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（５）普及指導センタ－の活動課題と活動体制 

①重点課題解決計画 

・水田農業の構造改革・園芸振興の支援    

No. 課       題 期 間（年） 

１ 永続的な土地利用型担い手の育成と園芸作物の振興 Ｈ２４～２６ 

   ・産地構造改革の産地戦略の実践 

No. 課       題 期 間（年） 

２ 担い手の経営安定によるカキ産地の活性化 Ｈ２３～２５ 

 
                  

        
 
 
 
                  

 

           ②一般課題解決計画（地域振興課） 

No. 課      題 期 間（年） 

 ３ 経営感覚に優れた農業者の育成 Ｈ２５～２７ 

 ４ 新規就農者の確保と育成 Ｈ２５～２７ 

 ５ 女性農業者の育成 Ｈ２５～２７ 

 ６ 永続的な水田農業の担い手育成 Ｈ２３～２５ 

 ７ 麦・大豆の高品質安定生産 Ｈ２５～２７ 

 

                  

 

 

                  

        

 

 
 
 
 

③一般解題解決計画（園芸課） 

No. 課       題 期 間（年） 

８ ＧＡＰ取り組みの充実強化と県減農薬・減化学肥料栽
培認証取得農家の拡大 

Ｈ２３～２５ 

 ９ 青ネギの雇用型経営支援と周年安定生産技術の確立 Ｈ２３～２５ 

１０ イチゴ農家の個別支援の重点化と産地の維持強化 Ｈ２４～２６ 

１１ 冬春果菜類の産地維持強化 Ｈ２５～２７ 

１２ 切り花生産技術の向上と新規品目導入による生産拡大 Ｈ２３～２５ 

１３ ブランド強化と計画的生産出荷で鉢物産地の維持強化 Ｈ２４～２６ 

１４ 顧客ニーズに対応した売れる果実づくり Ｈ２３～２５ 

１５ 「とよみつひめ」の産地力強化 Ｈ２５～２７ 

                ④畜産部門 

No. 課       題 期 間（年） 

１６ 経営継承を見据えた酪農家への経営支援 Ｈ２５～２７ 

１７ 持続する酪農経営基盤の再構築 Ｈ２４～２６ 
 

別府 恭文   （野 菜） 

長家 美和   （野 菜） 

佐々木 優   （野 菜） 

冨田 耕平   （花 き） 

串間 飛志   （花 き） 

吉村  学   （果 樹） 

富永 晃好   （果 樹） 

岡本 愛弓   （果 樹） 

石橋 幸子 （農業経営） 

柳衛 和子 （農業経営） 

木原 裕子 （農業経営） 

芝原加代子  （庶 務） 

土居 健一 （水田農業） 

重松 孝子 （水田農業） 

松野 聡   （水田農業） 

地域係長 
池田 哲也 
（地 域） 

水田農業係長 
江上 修一 
（水田農業） 

地域振興課長 

 原田 英則 

センター長 

林 公彦 

園芸課長 
山本 知代美 

野菜係長 
松本 幸子 
（野 菜） 

花き係長 
下村 泉 
（花 き） 

 

果樹係長 
松尾 昭彦 
（果 樹） 
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